
おおくら
平成23年1月1日発行

第 １１ 号
大倉地区市民センター
℡/FAX 0237-55-

2417★市民センターだより★

今
年
で
三
回
目
と
な
る
大
倉
地
域
エ
ア

バ
レ
ー
大
会
が
、
十
一
月
七
日
（
日
）
に

大
倉
小
学
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

エ
ア
バ
レ
ー
と
は
通
常
の
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
と
は
違
い
、
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
を
使
用
す

る
誰
に
で
も
気
軽
に
楽
し
め
る
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。

ま
た
エ
ア
バ
レ
ー
種
目
も
「
大
倉
ふ
る

里
ま
つ
り
」
の
得
点
に
加
算
さ
れ
る
と

あ
っ
て
、
各
地
区
と
も
選
り
す
ぐ
り
の
メ

ン
バ
ー
で
白
熱
し
た
試
合
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。

参
加
さ
れ
た
選
手
の
皆
様
、
ま
た
ご
協

力
を
頂
い
た
地
区
役
員
や
体
育
指
導
員
の

皆
様
、
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

優

勝

行
川
チ
ー
ム

準
優
勝

林
崎
チ
ー
ム

第
三
位

大
上
チ
ー
ム

ま
た
十
一
月
十
四
日
（
日
）
に
は
ロ
ー
ズ

Ｃ
Ｕ
Ｐ
エ
ア
バ
レ
ー
大
会
が
村
山
市
民
体
育

館
で
開
催
さ
れ
、
見
事
五
十
歳
以
上
の
部
で

大
倉
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。



十
月
三
十
一
日
（
日
）
の
地
域
防
災
の
日
に
大
倉
地
域
防
災
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
防
災
訓
練
は
中
沢
・
新
山
地
区
自
主
防
災
会
の
共
同
開
催

で
、
訓
練
は
新
山
地
区
公
民
館
周
辺
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

訓
練
内
容
は
自
主
防
災
会
に
よ
る
避
難
所
運
営
訓
練
、
救
急
救
護

訓
練
、
消
火
訓
練
、
消
防
団
第
三
分
団
に
よ
る
火
災
防
御
訓
練
な
ど

様
々
な
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

災
害
は
、
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
も
の
で
す
。
日
頃
か
ら
防

災
意
識
を
持
ち
、
万
が
一
の
時
の
た
め
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

こ
の
度
、
ご
協
力
頂
い
た
中
沢
・
新
山
地
区
の
役
員
や
住
民
の
皆

様
、
ま
た
消
防
団
や
婦
人
消
防
ク
ラ
ブ
の
皆
様
、
大
変
お
疲
れ
様
で

し
た
。

大
倉
地
区
日
赤
奉
仕
団

大
倉
地
区
婦
人
消
防
ク
ラ
ブ

十
一
月
十
九
日
（
金
）
に
大
倉
地
区
日
赤
奉
仕
団

と
大
倉
地
区
婦
人
消
防
ク
ラ
ブ
合
同
の
救
急
救
命
講

習
会
が
大
倉
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
講
習
会
は
、
心
肺
蘇
生
法
か
ら
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
徐
細
動
器
）
の
使
用
法
ま
で
の
救
急

救
命
の
一
連
の
流
れ
を
学
び
、
救
急
救
命
の
重
要
性

を
再
度
確
認
し
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
皆
様
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。



交
通
安
全
協
会
大
倉
支
部

～
活
動
の
様
子
～

高
齢
者
の
交
通
事
故
に
よ
る
死
亡
事

故
が
多
発
し
た
こ
と
を
受
け
、
十
月
二

十
六
日
（
火
）
に
高
齢
者
宅
を
訪
問
し

交
通
事
故
防
止
の
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
十
二
月
六
日
に
は
地
域
内
の
飲

食
店
へ
飲
酒
運
転
防
止
の
た
め
の
チ
ラ

シ
配
布
を
行
い
、
交
通
安
全
啓
発
活
動

を
実
施
し
ま
し
た
。

冬
本
番
と
な
る
こ
れ
か
ら
の
時
期
、

交
通
事
故
の
危
険
性
が
高
く
な
っ
て
き

ま
す
。
交
通
事
故
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
気

を
付
け
ま
し
ょ
う
。

全
国
ワ
ナ
ゲ
交
流
大
会

大
倉
チ
ー
ム
再
び
快
挙
！

十
一
月
十
一
日
に
山
形
市
の
ヒ
ル
ズ
サ
ン
ピ
ア

に
て
公
式
ワ
ナ
ゲ
交
流
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

一
昨
年
は
こ
の
大
会
で
全
国
制
覇
を
果
た
し
、

今
年
は
団
体
の
部
で
林
崎
寿
会
Ｂ
チ
ー
ム
が
第
二

位
、
林
崎
寿
会
Ａ
チ
ー
ム
が
第
三
位
入
賞
を
果
た

し
ま
し
た
。

ま
た
個
人
の
部
で
淀
川
光
子
さ
ん
（
林
崎
）
が

優
勝
、
竹
村
忠
八
さ
ん
（
林
崎
）
が
第
四
位
に
輝

き
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
皆
様
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

大
倉
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

文
部
科
学
大
臣
表
彰

交
通
安
全
に
関
す
る
功
績
表
彰

長
年
に
わ
た
り
交
通
安
全
活
動
に
尽

力
し
、
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
次
の

方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

東
北
管
区
警
察
局
長
・
東
北
交
通
安
全

協
会
長
表
彰

竹

村

隆

雄

さ
ん
（
大
上
）

県
警
察
本
部
長
・
県
交
通
安
全
協
会
長

表
彰遠

藤

義

博

さ
ん
（
南
原
）

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
普
及
・
発
展

に
貢
献
し
て
い
る
と
し
て
、
昨
年

の
県
地
域
ス
ポ
ー
ツ
振
興
賞
受
賞

に
引
き
続
き
、
こ
の
度
大
倉
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
が
文
部
科
学
大
臣

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

大
倉
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
前
身

の
行
川
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
か
ら
昭

和
五
十
三
年
に
設
立
さ
れ
、
野
球

と
剣
道
中
心
に
技
術
向
上
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
子
ど
も
た
ち
の
心

身
鍛
練
と
し
て
も
貢
献
し
て
い
ま

す
。誠

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。



「お
お
く
ら
市
民
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
」
は
随
時
発
行
し

ま
す
。
地
域
の
情
報
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
知
ら

せ
下
さ
い
。

歌

と

笑

い

の

講

演

会

十
一
月
十
四
日
（
日
）
に
金
谷
地
区
公
民
館
お
い

て
、
「
歌
と
笑
い
の
講
演
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
は
歌
謡
漫
談
家

天
中
健
晴
陽
（
本
名

庄

司
健
弘
）
氏
を
迎
え
、
替
え
歌
を
歌
い
な
が
ら
地
域

の
安
全
や
地
域
に
住
む
人
の
健
康
に
つ
い
て
講
演
さ

れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
絶
え
ず
笑
い
声
が
飛
び
交
い
、
楽
し
い

講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

～
金
谷
地
区
～

大
倉
ま
ち
づ
く
り
座
談
会
開
催

十
二
月
四
日
（
日
）
に
大
倉
ま
ち
づ
く
り
座
談
会
が
大
倉

地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
座
談
会
に
は
各
地
区
の
地
区
長
は
じ
め
、
大
倉
夢
ク

ラ
ブ
代
表
、
ま
た
昨
年
度
に
大
倉
ま
ち
づ
く
り
計
画
策
定
の

た
め
に
加
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
宮
城
大
学
の
古
川
先
生
に
も

再
度
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

内
容
は
、
古
川
先
生
か
ら
み
た
「
大
倉
」
の
感
想
や
現
在

大
倉
に
あ
る
地
域
資
源
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
意
見
を
交
換

し
ま
し
た
。

←
九
月
に
古
川
先
生
が
大

倉
を
視
察
し
た
時
の
様
子

（
行
川
地
区
・
勝
負
平
）

第
十
六
回
大
倉
ふ
る
里
ま
つ
り
開
催

日
時

平
成
二
十
三
年
二
月
十
三
日
（
日
）

午
前
八
時
三
十
分
開
会

場
所

大
倉
小
学
校
・
市
民
セ
ン
タ
ー

内
容

ふ
る
里
カ
ル
タ
・
輪
投
げ
・
餅
つ
き
な
ど

※
文
化
作
品
展
も
前
日
よ
り
開
催
。
詳
し
く
は
一

月
十
五
日
号
の
市
報
折
り
込
み
に
て

市
民
セ
ン
タ
ー
使
用
に
関
す
る
お
願
い

市
民
セ
ン
タ
ー
は
地
域
の
皆
さ
ん
の
地
域
活
動

の
た
め
の
公
共
施
設
で
す
。
い
つ
で
も
誰
で
も
気

持
ち
良
く
使
え
る
よ
う
に
使
用
後
の
片
付
け
や
ゴ

ミ
の
持
ち
帰
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ま
た
使
用
後
は
玄
関
の
日
誌
へ
の
記
入
も
忘
れ

ず
お
願
い
い
た
し
ま
す
。


